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基本方針 

１．「からだ」・「こころ」・「いのち」を一つと観る全人的医療を行います。 

２．患者さんと家族に信頼され、地域で喜ばれる病院を目指します。 

３．誇りと願いをもち、温かいふれあいを実践します。 
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 皆様、新年あけまして、おめでとうございま

す。 

 新年を新病院にて迎えられることは、大変

嬉しく思っております。 

 佼成病院は昨年の９月１５日に旧病院から

引越しを行いましたが、大きな障害も無く終

えることができました。機能面での大きな変

革は紙カルテから完全な電子カルテへの対

応でした。電子カルテのリハーサル第一回目

は散々たる結果で、電子カルテの運用は開

院に間に合うのかが心配でしたが、㈱東芝メ

ディカルシステムズの全面的なバックアップ

もあり、どうにか病院を始動させることができ

ました。それ以外にもハード・ソフト面での改

善、官公庁への膨大な申請・届出、医療機

能の移転に伴う技術の習得等、病院の移転

というものの大変さと怖さを嫌というほど実感

させられました。しかし約３ヶ月が過ぎ、どうに

か一人歩きができるようになったと思います。

一方救急医療は、開院早々に救急車が非

常に多く来ましたが、職員が一丸になって対

応し、救急病院であることを世間に向けてア

ピールできました。 

 佼成病院の理念は「真観」であり、新病院

になったからと言って、変わるというものでは

ありません。「真観」の解釈は、「正しくみて、

正しく手当をする」です。しかし、この普遍的

な言葉をごく当たり前なこととして実行するこ

とは非常に大変です。そのために、病院の運

用を、医療安全に基づく①質の高い医療の

提供②断らない救急医療の実践③良好な

医療連携の構築④質の高い接遇の強化と

定めております。これも旧病院と同じです。 

 質の高い医療の提供に関しては、本年の４

月以降は佼成病院の呼吸器内科、乳腺科を

はじめ、いくつかの診療科が強化されます。 

 断らない救急医療に関しては、救急車を受

け入れるハード面が改善されたこともあり、非

常に多くの救急車を引き受けています。まだ

新病院開院３ヶ月強ですが、月平均約４５０

台程度になりました。救急医療は非常に多くの

費用と労力を要しますがこれは医療の根幹と

思っております。 

 接遇の強化は以前より訴え続けてきました

が、病院の主な運営目標に掲げております。

職員一人ひとり、真心からの、おもてなしをさ

せて頂く所存です。至らないところは多々ある

かと思いますが、一つ一つ真摯に対応してい

きますので、ご協力ください。 

 医療連携の強化策の一環として、本年度は

インターネットを利用した連携システムの構築

を予定しています。これにより、特にMRI、CT画

像のご依頼の予約が２４時間可能になる予定

です。地域の医療機関とのスムーズな病診連

携ならびに、病院間の連携強化を目指してい

きますので、これからもよろしくお願いします。 

 これからの日本の医療はダイナミックに変

わっていきます。佼成病院では「真観」の理念

を守りつつ、また医療の本質から外れないよ

う、地域医療の特に急性期医療の提供を続け

て行きたいと考えております。 
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院長年頭挨拶  

院長 神保 好夫 



 平成26年11月20日(木)19時より、当院

「観音ホール」にて「すぎなみ南 医療連携

セミナー」と題した、医療連携講演会を開催

させていただきました。 

 この会は、過去には「弥生町医療連携セミ

ナー」という名称で運営しておりましたが、昨

年9月に中野区から杉並区への移転に伴

い、名称変更いたしました。 

 今回は東京女子医科大学 糖尿病セン

ター 准教授 馬場園 哲也先生をお招き

し、『糖尿病性腎症の診断と治療に関する

最近の話題』と題したご講演をいただきまし

た。 

当日はあいにくの雨模様にもかかわらず、近

隣医療機関等の16名の方々にご参加を頂

き、有意義な会となりました。 

また第二部の情報交換会では、初対面の

先生方との貴重な出会いの場となったのは

もちろんのこと、日ごろご紹介いただいてい

る先生方からは、日常診療でのご要望や今

後の病院運営へのご意見なども伺うことが

できました。 

 短い時間ではありましたが、多くの先生方

の地域医療への熱い思いが日常診療を支

え、その先生方の思いにお応えしていくこと

が、当院の使命であると実感させていただ

いたセミナーとなりました。 

 まだまだ非力ではありますが、これからも

地域密着型病院として、さらなる精進をさせ

ていただく所存です。 新しい佼成病院を今

後とも、よろしくお願い申し上げます。 

カードをお渡しさせて頂きました。 

学生からの励ましに涙を流して喜んでくだ

さった患者さまもおり、当日参加した学生達

の感激もひとしおでした。 

外は凍えるような寒さでしたが、院内は幻想

的なキャンドルライトの光とともに、合唱の透

き通るような歌声が響き渡り、あたたかい

ムードに包まれた一夜となりました。 

 

佼成看護専門学校 

 佼成看護専門学校では毎年、お釈迦様

が悟りを開かれたとされる12月8日｢成道

会｣の日に、実習先である佼成病院でキャ

ンドルサービスを行っております。 

 本年はリニューアルされた新病院で初の

成道会だったため、院内をまわる順路など

に戸惑いつつも、総勢95名の学生達はいつ

も以上にこのイベントを成功させようと心を

一つにのぞみました。  

 それぞれが入院患者さま方のために手作

りのカードを作成し、生命の尊さを歌った愛

唱歌「命の讃歌」の合唱とともにキャンドルを

もって患者さまのもとに訪れ、願いを込めた

 地域の先生方の思いにお応えすることが使命 

成道会 
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すぎなみ南  医療連携セミナー   

馬場園 哲也 先生 

講演会会場（観音ホール） 

当日の病棟からみた夜景 

歌いながら次の患者さまのもとへ 

キャンドルライト 

情報交換会会場（職員食堂） 

 幻想的なキャンドルライト 



平成26年9月入職 

吉松 貴史 

麻酔科部長 

平成26年10月入職 

岩元 香保里 

放射線科部長 

平成26年10月入職 

和田 康宏 

整形外科医師 

平成26年10月入職 

髙橋 孝幸 

内科医師 

平成26年10月入職 

國田 大輔 

眼科医長 

平成26年12月入職 

泰井 敏毅 

整形外科医師 

新入職医師紹介 

編集後記 

 昨年は当院にとって歴史に

残る年でありました。待望の新

病院の完成、落慶式等各行

事の開催、病院移転、電子カ

ルテの導入等々。文章にする

と数文字ですが、一世一代の

大イベントでありました。 

大粒の汗と様々な涙を流しま

したが、そこには、きもちのよい

達成感がありました。そして職

員の一体感も同時に芽生えた

ようです。 

 今年は未年です。「群れをな

す羊は、家族の安泰を示し、

いつまでも平和に暮らす事」を

意味してるそうです。我々職

員も、こころをひとつにし、前に

前に一丸となって進んで行け

ば、患者さまに心からよろこん

でもらえる病院に近づいていけ

ると思います。 

  「ガンバルメエ～～」 

編集委員 ひんじ 


